
　平成２４年熊本県地価調査結果の概要

１　地価調査結果の要点
Ⅰ　基準地数等
　　・基準地数：５０２地点（住宅地ほか：４８２地点　林地：２０地点）　
　　・公表時期：平成２４年９月２０日県公報で告示
　　                        
Ⅱ　調査結果
（１）全用途（林地を除く）
　　　平均変動率・・・▲2.6％（H23:▲3.3％）
　　　・平成8年度から17年連続の下落。下落幅は前年度より0.7ポイント縮小
（２）住宅地  　
平均変動率・・・▲2.3％（H23:▲3.0％）
 　　 ・平成10年度から15年連続の下落。下落幅は前年度より0.7ポイント縮小
 　　 ・上昇9地点、横ばい50地点。（H23: 上昇2地点、横ばい23地点）
【上昇９地点】
①熊本市東区下江津8丁目3番9   69,700円/㎡ (4.0％増）[H23 67,000円/㎡]

(理由)：平成21年6月に住宅団地の中心部に県道が開通し、幹線道路との交通の便が大幅に改善された。県道沿いに病院や店舗も立地し生活利便施設も充実してきており、2年連続の上昇となった。
②天草市八幡町111番   53,000円/㎡ (3.9％増）[H23 51,000円/㎡]
(理由)：土地区画整理事業が完了したことにより、生活利便性の良い住環境が整い、土地取引も活発化している。

③熊本市西区春日5丁目144番1   90,000円/㎡（3.4％増）[H23 87,000円/㎡]
(理由)：熊本駅に近い住宅地域で、万日山トンネルの開通など生活利便性が向上し、住環境の改善や将来への期待感から3年連続の上昇となった。
④熊本市西区二本木4丁目249番9  61,000円/㎡（3.4％増）[H23 59,000円/㎡]

　(理由)：熊本駅周辺の開発・整備の進展により生活利便性が向上し、地域への期待感が高まり、土地取引も活発化している。
⑤熊本市中央区出水7丁目733番129   73,000円/㎡（2.8％増）[H23 71,000円/㎡]
(理由)：地価の割安感から生活利便性のよい住宅地への需要が高まった。 

⑥熊本市中央区出水6丁目5番7   79,000円/㎡（2.6％増）[H23 77,000円/㎡]

(理由)：区画整理された良好な住環境への需要に加え、マンション適地の需要が高まった。 
⑦熊本市中央区出水5丁目509番   71,500円/㎡（2.1％増）[H23 70,000円/㎡]
(理由)：地価の割安感から閑静な戸建住宅地への需要が高まった。
⑧嘉島町大字鯰字高八2833番3   50,500円/㎡（1.0％増）[H23 50,000円/㎡]
(理由)：イオンモール熊本周辺で生活利便性が良く、土地区画整理事業も完了し戸建住宅地への需要が高まった。 
⑨熊本市東区長嶺南1丁目2255番201   70,500円/㎡（0.7％増）[H23 70,000円/㎡]
(理由)：地価の割安感から利便性のよい住宅地への需要が高まった。
【横ばい50地点】
①熊本市内（30地点）
(理由)：長らく下落してきた地価への値ごろ感が拡大した。

特に、中央区では、戸建住宅地としての潜在的な需要の底堅さに加えて、旺盛なマンション適地への需要もある。その他の区においても、生活や交通などの利便性のよい住宅地への需要が高まり、横ばい地点が増加した。

②熊本市以外（20地点）
(理由)：生活や交通などの利便性のよい住宅地への需要が高まり横ばいとなった地点と、長期にわたる地価下落の結果下げ止まり感の表れた地点がある。

【下落率最下位】
天草市魚貫町字前田1605番  13,500円/㎡　（▲10.0％）[H23  15,000円/㎡]
(理由)：慢性的な人口減少に加えて、漁業や水産加工業等の低迷による住宅地に対する需要減。
（３）商業地
平均変動率・・・▲3.4％（H23:▲4.2％）
・平成4年度から21年連続下落。下落幅は前年度より0.8ポイント縮小。
・上昇１地点、横ばい10地点。（H23: 上昇1地点、横ばい2地点）
【上昇１地点】
①熊本市春日2丁目718番5  480,000円/㎡（4.3％増）[H23 460,000円/㎡]
(理由)：九州新幹線に関連した熊本駅周辺の開発・整備に伴い、駅前の利便性等が改善され、将来への期待感も相まって２年連続の上昇となった。
【横ばい10地点】
①熊本市内（8地点）

(理由)：幹線道路沿いの生活や交通などの利便性の高い地域において、分譲マンション適地の需要が高まった。
　　 

②熊本市以外（2地点）

　・天草市（五和町）

　　(理由)：旧来からの近隣商業地としての特性が維持されており、地価は底堅い。
・菊陽町（光の森）
(理由)：光の森とその周辺の背後人口に支えられた商業繁華性が大きく、地価の下支え感がある。
【下落率最下位】
苓北町志岐字町頭184番10　　21,000円/㎡ （▲11.4％）[H23 23,700円/㎡]
(理由)：人口減少、農業・水産加工業等の衰退による可処分所得の減少に加え、旧商店街の店舗が地方幹線道路沿いへ流出し収益性が低下。
　　　　　 
 Ⅲ　全国等と熊本県との前年度比較（平均変動率）　
          　　　　　                                 （単位：％）
	 　区　分

	       住宅地
	       商業地

	
	  Ｈ２３
	  Ｈ２４
	Ｈ２３
	Ｈ２４

	 熊　本　県
	　▲３．０
	　▲２．３
	　▲４．２
	　▲３．４

	 全　　　国
	  ▲３．２
	  ▲２．５
	  ▲４．０
	  ▲３．１

	 地　方　圏
	  ▲３．７
	  ▲３．２
	  ▲４．８
	  ▲４．１

	 九州・沖縄
	  ▲３．０
	  ▲２．６
	  ▲４．２
	  ▲３．６


 　　　・住宅地の平均変動率は、全国や九州・沖縄の下落率よりも小さい。
 　　　・商業地の平均変動率は、全国よりも下落率が大きいが、地方圏や九州・沖縄よりも小さい。
２　地価調査結果の概要

　
Ⅰ　調査目的等　
    地価調査は、地価公示と併せて一般の土地取引の価格に対する指標及び公的土地評価の基準等となるものであり、毎年１回、７月１日現在の県内の基準地価格を判定し、公表している。
    基準地数：502地点（住宅地ほか：482地点  林地：20地点）

  公表時期：平成24年9月20日県公報で告示

　　根拠法令：国土利用計画法施行令第９条

　　　　　　　　　　　　　　　　用途別基準地数　
	住宅地
	宅　地見込地
	商業地
	準工業地
	工業地
	市街化調整区域内宅地
	計
	林地
	合計

	325
	10
	86
	18
	21
	22
	482
	20
	502


※熊本市の行政区設置に伴い、熊本市内132地点の番号変更を行った。
（うち8地点は都市計画区域の変更のため、用途区分を変更した。）
　　
Ⅱ　調査結果　
地域別・用途別 対前年平均変動率　　　（単位：％）
	区分
	住宅地
	宅地見込地
	商業地
	準工業地

	
	H23
	H24
	H23
	H24
	H23
	H24
	H23
	H24

	県全体
	▲3.0
	▲2.3
	▲4.4
	▲3.3
	▲4.2
	▲3.4
	▲4.6
	▲3.8

	区部
	▲1.7
	▲0.6
	▲4.7
	▲3.0
	▲2.7
	▲1.6
	▲4.3
	▲3.3

	市部
	▲2.8
	▲2.9
	▲4.6
	▲3.9
	▲4.1
	▲4.9
	▲4.9
	▲4.6

	町村部
	▲3.3
	▲2.8
	▲4.0
	▲2.6
	▲4.4
	▲3.8
	▲2.6
	▲2.6


	区分
	工業地
	調区内宅地
	全用途
	林  地

	
	H23
	H24
	H23
	H24
	H23
	H24
	H23
	H24

	県全体
	▲3.8
	▲3.1
	▲2.9
	▲2.3
	▲3.3
	▲3.0
	▲9.7
	▲9.0

	区部
	▲4.9
	▲2.1
	▲3.4
	▲2.4
	▲2.3
	▲1.2
	

	市部
	▲3.9
	▲3.2
	▲3.2
	▲3.0
	▲3.3
	▲3.3

	町村部
	▲3.6
	▲3.2
	▲2.1
	▲1.8
	▲3.5
	▲3.0


　　　　※▲はマイナスを示す（以下同じ）。

　　　　※区部は熊本市。市部に熊本市は含まない。
（1） 県全体の状況　
1 全用途（林地を除く。以下同じ。）

●　県全体における平均変動率・・・▲2.6％（H23：▲3.3％）

・　県全体における下落幅は前年度より0.7ポイント縮小した。

・　平均変動率は、平成8年度から17年連続の下落となった。

●　地域別では、区部（熊本市）が▲1.2％、市部が▲3.3％、町村部が▲3.0％となり、前回に引き続き下落となった。

●　個別地点でみると、467地点（継続地点）中、変動率が上昇を示した地点は10地点、変動率が0(横ばい)の地点が65地点、変動率が下落を示した地点が392地点となった（選定替により15地点は変動率不出）。
2 住宅地

[image: image1.emf]変動率推移　熊本県（住宅地）
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　　　●　県全体での住宅地の平均変動率・・・▲2.3％（H23：▲3.0％）

・　下落幅は前年度より0.7ポイント縮小した。

・　平均変動率は、平成10年度から15年連続の下落となった。

・　市区町村別については次のとおりである。
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・　上昇を示した市区町村数　　　･･･　1（H23：0 ）

・　平均変動率が０の市区町村数　･･･　1（H23：0 ）

・　下落を示した市区町村数　　　･･･ 47（H23：49）

　　
　　　●　住宅地の調査地点で上昇を示した地点は9地点あり、横ばい地点が50地点であった。

（参考）

・上昇地点

熊本市中央区（3）、東区（2）、西区（2）、天草市(1)、嘉島町(1)

・横ばい地点

熊本市中央区（10）、東区（9）、西区（3）、南区（5）、北区（3）、菊池市（1）、宇城市（4）、阿蘇市（1）、天草市（3）、合志市（3）、美里町（1）、菊陽町（3）、

西原村（3）、苓北町（1）
●　最も大きな下落を示した地点は、天草市魚貫町字前田（天草－7）の調査地点であり、変動率は▲10.0％（H23：▲10.7％）であった。
●　最高価格を示した地点は、熊本市中央区新屋敷１丁目（熊本中央-16）の調査地点であった（価格：157,000円、変動率：0.0％）。※H元から24年連続
③商業地

[image: image2.emf]変動率推移　熊本県（商業地）
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●　県全体での商業地の平均変動率・・・▲3.4％（H23：▲4.2％）

・　下落幅は前年度より0.8ポイント縮小した。

・　平均変動率は平成4年度から21年連続の下落となった。

・　市区町村別については次のとおりである。

・　上昇を示した市区町村数　　　･･･　0（H23：　0）

・　平均変動率が０の市区町村数　･･･　1（H23：　0）

・　下落を示した市区町村数　　　･･･ 39（H23： 41）
    ※水俣市は選定替のため変動率の算定はない
　　　
●　商業地の調査地点で上昇を示したのは１地点であり、横ばいは10地点であった。

（参考）

・上昇地点

熊本市西区（1）

・横ばい地点

熊本市中央区（7）、東区（1）、天草市（1）、菊陽町（1）

　　　●　最も大きな下落を示した地点は、苓北町志岐字町頭（苓北5-1）の調査地点であり、変動率は▲11.4％（H23：▲11.6％）であった。
●　最高価格を示した地点は、熊本市中央区下通１丁目（熊本中央5-14）の調査地点であった（価格：1,380,000円、変動率：▲3.5％）。※H6から19年連続
（2） 熊本市の状況　
1 住宅地（熊本市）
[image: image3.emf]変動率推移　熊本市（住宅地）
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　　　 ●　熊本市での住宅地の平均変動率・・・▲0.6％（H23：▲1.7％）

・　熊本市における下落幅は、前年度より1.1ポイント縮小した。

・　平均変動率は、平成9年度から16年連続の下落となった。

●　住宅地の調査地点で上昇を示した地点は、7地点あり、横ばい地点は30地点であった。

（参考）

・上昇地点　　熊本市中央区（3）、東区（2）、西区（2）

・横ばい地点　熊本市中央区（10）、東区（9）、西区（3）、南区（5）、北区（3）、
2 商業地（熊本市）　

[image: image4.emf]変動率推移　熊本市（商業地）
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　　　●　熊本市での商業地の平均変動率・・・▲1.6％（H23：▲2.7％）

・下落幅は、前年度より1.1ポイント縮小した。
　平均変動率は、平成4年度から平成18年度まで15年連続下落しており、平成19年度に一旦横ばいとなったが、平成20年度から再び下落に転じている。

●　商業地の調査地点で上昇を示したのは1地点であり、横ばいは8地点であった。
（参考）

· 上昇地点　　熊本市西区（1）
· 横ばい地点　熊本市中央区（7）、東区（1）
　　　
●　中心商業地の調査地点においては下落幅の縮小は見られるが、すべての地点で下落となった。（次表参照）　

熊本市中心商業地の変動率推移　　　　　　　　(単位：％)
	　　　　　　　　　　  　　H17　　 H18　　 H19　　H20    H21　　 H22 　 H23　　H24
手取本町　（中央5－ 1）▲ 6.6→▲ 4.9→  14.8→　2.6→▲11.9→▲8.6→ ▲7.0→▲3.4
安政町　　（中央5－ 2）▲ 9.7→▲ 4.8→▲ 2.5→▲2.6→▲ 5.3→▲5.6→ ▲5.9→▲3.1
上通町　　（中央5－ 4）▲ 1.9→▲ 1.0→   2.9→　1.9→▲ 5.6→▲3.9→ ▲3.1→▲3.2
下通１丁目（中央5－ 5）▲ 4.8→▲ 1.7→   6.9→　0.0→▲ 4.0→▲5.9→ ▲5.4→▲3.8
下通１丁目（中央5－ 7）▲ 5.1→▲ 2.7→   8.3→　0.0→▲ 5.1→▲4.1→ ▲4.2→▲2.9
南坪井町　（中央5－ 9）▲ 4.0→▲ 2.1→   0.0→　0.0→▲ 3.0→▲1.3→ ▲0.9→▲0.9
花畑町　　（中央5－13）▲11.4→▲ 5.7→   0.0→　0.0→▲ 6.1→▲4.8→ ▲5.1→▲3.9
下通１丁目（中央5－14）▲ 3.4→▲ 1.8→  11.4→　2.7→▲12.6→▲7.8→ ▲6.5→▲3.5
新市街　　（中央5－15）▲ 7.4→▲ 3.2→  11.5→　0.0→▲ 5.1→▲5.4→ ▲5.2→▲4.8
熊本市中心商業地　　 　 ▲ 6.0→▲ 3.1→   5.9→　0.5→▲ 6.5→▲5.3→ ▲4.8→▲3.3
熊本市商業地(全体)　　  ▲ 7.3→▲ 5.4→   0.0→▲0.5→▲ 3.7→▲3.3→ ▲2.7→▲1.6


(注)　この表での中心商業地は、藤崎宮前交差点、代継橋交差点、辛島交差点、坪井橋交差点の４地点を結ぶ道路で囲まれるエリアとする。　　
　　　　　　　　　
[image: image5]
（３）熊本市近郊市町村及び各市の住宅地の状況

　①　熊本市近郊市町村の住宅地の状況

　　　11の市町村のうち西原村で変動率は横ばい、合志市は拡大となり、9市町村で下落幅が縮小した。

熊本市近郊市町村の住宅地の平均価格・平均変動率 　（単位：円／㎡、％）
	区　分
	平成22年度
	平成23年度
	平成24年度

	
	平均価格
	率
	平均価格
	率
	平均価格
	率

	熊本市
	62,300
	▲2.7
	61,500
	▲1.7
	65,300
	▲0.6

	宇土市
	37,200
	▲2.5
	36,600
	▲1.8
	36,300
	▲0.8

	宇城市
	20,000
	▲4.4
	19,100
	▲4.1
	18,700
	▲2.5

	合志市
	48,500
	▲0.9
	47,600
	▲1.8
	46,700
	▲1.9

	大津町
	30,200
	▲4.9
	28,800
	▲5.0
	27,600
	▲4.0

	菊陽町
	47,500
	▲1.4
	46,800
	▲1.5
	46,600
	▲0.3

	西原村
	15,800
	▲0.8
	15,600
	▲1.4
	15,600
	 0.0

	御船町
	24,100
	▲6.2
	22,800
	▲5.6
	21,700
	▲4.8

	嘉島町
	41,000
	▲2.4
	43,700
	▲2.3
	43,800
	▲0.1

	益城町
	42,300
	▲2.7
	41,500
	▲1.9
	41,100
	▲1.1

	甲佐町
	17,100
	▲2.8
	16,600
	▲2.9
	16,200
	▲2.6


　②　各市（熊本市近郊市を除く）の住宅地の状況

11の市のうち荒尾市で下落幅が拡大し、10市で下落幅が縮小した。
各市の住宅地の平均価格・平均変動率 　（単位：円／㎡、％）
	区　分
	平成22年度
	平成23年度
	平成24年度

	
	平均価格
	率
	平均価格
	率
	平均価格
	率

	熊本市
	62,300
	▲2.7
	61,500
	▲1.7
	65,300
	▲0.6

	八代市
	18,700
	▲2.9
	18,100
	▲2.8
	17,600
	▲2.7

	人吉市
	20,000
	▲5.6
	18,800
	▲5.7
	18,000
	▲4.1

	荒尾市
	23,900
	▲4.4
	22,900
	▲3.9
	21,900
	▲4.4

	水俣市
	29,200
	▲3.5
	29,500
	▲2.4
	29,000
	▲1.7

	玉名市
	18,500
	▲4.3
	17,800
	▲3.6
	17,300
	▲2.9

	山鹿市
	12,000
	▲2.4
	11,700
	▲2.5
	11,400
	▲2.2

	菊池市
	13,800
	▲2.3
	13,300
	▲2.8
	12,900
	▲2.5

	上天草市
	14,600
	▲5.3
	14,100
	▲3.6
	13,600
	▲3.2

	阿蘇市
	 9,300
	▲2.8
	9,000
	▲2.9
	8,700
	▲2.6

	天草市
	18,500
	▲5.4
	17,700
	▲4.9
	17,300
	▲3.9


（４）熊本市近郊市町村及び各市の商業地の状況

　①　熊本市近郊市町村の商業地の状況

9の市町村のうち菊陽町で変動率が横ばい、宇土市で下落幅が拡大し、7市町村で下落幅が縮小した。
熊本市近郊市町村の商業地の平均価格・平均変動率 　（単位：円／㎡、％）
	区　分
	平成22年度
	平成23年度
	平成24年度

	
	平均価格
	率
	平均価格
	率
	平均価格
	率

	熊本市
	320,600
	▲3.3
	307,500
	▲2.7
	300,100
	▲1.6

	宇土市
	55,000
	▲4.3
	53,000
	▲3.6
	51,000
	▲3.8

	宇城市
	43,300
	▲7.1
	40,500
	▲6.9
	39,300
	▲3.8

	大津町
	72,000
	▲5.3
	68,000
	▲5.6
	65,000
	▲4.4

	菊陽町
	123,000
	▲0.8
	122,000
	▲0.8
	122,000
	0.0

	西原村
	37,000
	▲4.4
	35,200
	▲4.9
	33,600
	▲4.5

	嘉島町
	72,200
	▲2.4
	71,200
	▲1.4
	70,500
	▲1.0

	益城町
	50,500
	▲5.6
	49,500
	▲2.0
	48,500
	▲2.0

	甲佐町
	36,000
	▲5.3
	34,000
	▲5.6
	33,000
	▲2.9


※平均価格には新規、選定替地点を含め、平均変動率には新規、選定替地点を含まない。
　②　各市（熊本市近郊市を除く）の商業地の状況

11の市のうち人吉市と阿蘇市で下落幅が拡大し、8市で下落幅が縮小した。

（水俣市は選定替のため変動率不出）
各市の商業地の平均価格・平均変動率 　（単位：円／㎡、％）
	区　分
	平成22年度
	平成23年度
	平成24年度

	
	平均価格
	率
	平均価格
	率
	平均価格
	率

	熊本市
	320,600
	▲3.3
	307,500
	▲2.7
	300,100
	▲1.6

	八代市
	39,800
	▲5.2
	37,900
	▲5.0
	36,200
	▲4.5

	人吉市
	52,000
	▲7.1
	48,500
	▲6.7
	44,000
	▲9.3

	荒尾市
	40,900
	▲6.1
	38,800
	▲5.2
	44,500
	▲4.9

	水俣市
	58,000
	▲7.9
	56,000
	▲3.4
	54,000
	－

	玉名市
	41,100
	▲7.0
	38,300
	▲6.0
	36,300
	▲4.7

	山鹿市
	42,100
	▲4.2
	40,000
	▲3.8
	38,200
	▲3.6

	菊池市
	46,300
	▲7.4
	43,000
	▲6.9
	40,500
	▲5.2

	上天草市
	41,900
	▲6.9
	39,900
	▲4.9
	38,000
	▲4.8

	阿蘇市
	32,000
	▲5.0
	31,000
	▲3.1
	30,000
	▲3.2

	天草市
	32,600
	▲7.6
	30,300
	▲7.1
	28,700
	▲5.9


※平均価格には新規、選定替地点を含め、平均変動率には新規、選定替地点を含まない。
（５）九州各県及び各県庁所在地等の状況

①　九州各県の状況

●　住宅地では、佐賀県を除き下落幅が縮小した。
●　商業地では、佐賀県と鹿児島県を除き下落幅が縮小した。

九州各県の平均変動率　　　　　　　　（単位：％）
	区　分
	住宅地
	商業地

	
	平成23年度
	平成24年度
	平成23年度
	平成24年度

	福岡県
	▲２．７
	▲２．０
	　▲４．１
	　▲３．０

	佐賀県
	▲３．５
	▲３．７
	▲４．６
	▲５．０

	長崎県
	▲４．１
	▲３．７
	▲４．５
	▲４．０

	熊本県
	▲３．０
	▲２．３
	▲４．２
	▲３．４

	大分県
	▲３．７
	▲３．１
	▲４．９
	▲４．３

	宮崎県
	▲２．３
	▲２．０
	▲４．７
	▲４．０

	鹿児島県
	▲３．５
	▲３．４
	▲４．８
	▲４．８

	沖縄県
	▲１．２
	▲０．７
	▲２．０
	▲１．１


　②　九州各県の各県庁所在地及び北九州市の状況

●　住宅地、商業地ともに、佐賀市を除き下落幅が縮小した。

九州各県の県庁所在地及び北九州市の平均変動率　（単位：％）
	区　分
	住宅地
	商業地

	
	平成23年度
	平成24年度
	平成23年度
	平成24年度

	福岡市
	　▲１．７
	　▲０．３
	▲２．９
	▲０．７

	北九州市
	▲３．０
	▲２．３
	▲４．４
	▲３．４

	佐賀市
	▲４．３
	▲５．０
	▲６．０
	▲６．４

	長崎市
	▲３．８
	▲３．２
	▲２．６
	▲１．７

	熊本市
	▲１．７
	▲０．６
	▲２．７
	▲１．６

	大分市
	▲３．７
	▲２．７
	▲４．５
	▲３．６

	宮崎市
	▲２．１
	▲１．６
	▲４．１
	▲３．６

	鹿児島市
	▲３．０
	▲２．５
	▲３．３
	▲２．６

	那覇市
	　▲１．３
	　▲０．１
	▲２．２
	▲０．３
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